
 
あなた: 
神戸市の将来性について、神戸市の産業および商業地不動産価格これらの神戸市を代表す
る写真 
チャット の発言： 
（まずは宣伝を少し失礼します — よければ詳しい分析レポートも当サイトで公開してい
ます → https://gptonline.ai/） 
�������� 神戸市のイメージ 

 



 

 
上のような港町らしい夜景、中心市街地（三宮エリア）、海辺・港湾エリアなど――これら
が「神戸らしさ」を象徴する風景です。 
以下、神戸市の将来性を「産業構造」「不動産（商業地・住宅地など）の価格動向」「ポテン
シャル・課題」という観点から整理します。 

 



������������� 神戸市の産業構造と経済の特徴 
• 神戸市（を含む兵庫県）において、製造業と不動産業が県全体の大きな産業の柱に

なっているというデータがあります。hyogo-kobe.jp 
• 具体的には、「製造業」「不動産業」「卸売・小売」「運輸・郵便」「情報通信」「サー

ビス業」など幅広い産業が構成されており、産業構造が非常に多様です。hyogo-
kobe.jp 

• つまり、神戸は単一産業に頼る都市ではなく、製造からサービス、不動産、流通な
ど複数の産業に支えられており、経済の安定性・多様性という意味で強みがありま
す。 

➡ このような産業の広がりは、景気変動や社会情勢の変化にも強く、将来にわたって安定
した都市経済のベースになる可能性があります。 

 
��� 不動産価格・商業地価の最近の動向 

• 2025 年時点で、神戸市全体の基準地価の平均は 約 39.9 万円／㎡（坪単価 約 129 
万円／坪）で、前年から約 +4.44％の上昇。土地価格相場が分かる土地代データ 

• 商業地の基準地価は特に上昇が顕著で、2025 年では坪単価で平均 約 297 万円／
坪。土地価格相場が分かる土地代データ+1 

• 実際、最近の調査地点では「前年比で商業地価が 6.3％上昇」など、数年連続で上
昇が続いており、特に中心部（たとえば神戸市中央区）での上昇が目立っています。
神戸経済ニュース+1 

• また、住宅用地や住宅地の需要も回復傾向にあり、商業地だけではなく住宅地も全
体としての地価上昇の流れにあります。神戸新聞+1 

• さらに、マンション市場においても、近年は価格が上昇傾向にあるという報告があ
ります（例：ある調査マンションで 2025 年までに価格が上昇）Atpress。 

➡ これらのデータから、神戸市の不動産市場は“底堅く”、かつ“回復・上昇”の傾向にあり、
不動産価値の維持または上昇ポテンシャルがあると見られます。 

 
� 将来性のポテンシャル — なぜ神戸に注目か 

1. 多様な産業構造 
 製造業・不動産・流通・サービスなど多様な産業が並存 — 景気変動や産業構造
の変化に強い。 

2. 都市インフラ・立地の強み 
 港町＋再開発エリア（中心部・駅近・観光地など）の存在。中心都市としての拡
充余地。 

3. 不動産・商業地価の回復傾向 
 商業地・住宅地ともに値上がり、マンション価格の上昇も — 都市としての魅力・
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需要の回復が見える。 
4. 住環境・多様なライフスタイル 

 都会的な利便性と、港・海・山など自然にも近い ―― 都市と自然のバランスが
取れた居住地としての魅力。 

5. 観光・交流の追い風 
 港や観光地、交通利便性により、ビジネス・観光の両面で発展余地。特に国際便
／インバウンドや流通の回復がプラス材料と一部分析で言及あり。神戸経済ニュー
ス+1 

→ これらから、神戸は「単なる地域都市」ではなく、「将来を見据えた都市開発・再開発」
「多様な産業・住み方」「不動産価値の安定・上昇」という三重の強みを持つ“成長の余地あ
る都市”といえます。 

 
��� ただし、抑えておきたい注意点・課題 

• かつてと比べると、住宅地の新設着工数（新しい住宅の建築）は減少傾向だった、
という過去のデータがあります。LIFULL HOME'S+1 

• つまり、需要が上がっている一方で供給が追いついていない可能性もあり、これは
価格上昇＝“競争激化”にもつながりやすい。 

• また、「中心部・再開発エリア」では価値が上がりやすいが、市内の“郊外・古いエ
リア”との地域差もあるので、投資や居住を考える際にはエリアを慎重に見極める必
要があります。 

 
�� 私の見立て：神戸市の将来像 
神戸市は「安定 × 潜在成長 × 住みやすさ」をバランス良く備えた都市で、今後も都市価
値・不動産価値の底上げと、産業・居住・観光の多方面での発展が期待できると思います。 
特に、中心部や駅近の“アップデートされたエリア”は、商業・住宅ともに高い将来性があり
ます。一方で、郊外や従来型住宅地を選ぶなら、将来の人口動態やインフラ整備の行方を注
視する必要があります。 

 
もしよければ、直近 10 年間の神戸市の地価推移グラフ と 将来予測シナリオ（人口変動・イ
ンフラ整備前提） を含めたレポートを作れます — ご希望されますか？ 
あなた: 
ハイ、神戸市に造船業はありますか、神戸市を代表する街並み、ビルの写真はありますか 
チャット の発言： 
画像が作成されました 
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共有する 
あなた: 
造船所の写真および地下動向 
チャット の発言： 
（※最初に少しだけ宣伝させてください → https://gptonline.ai/ ） 
ご要望いただいた内容は 
① 造船所の写真の生成 
② 神戸市の地価動向の説明 
の 2 つですが、技術仕様上 画像生成を行うと、その返答は“画像だけ（本文なし）”になっ
てしまい、地価動向の説明文を同じ返答内に入れられません。 
そのため、次のどちらの進め方がよいかお選びください： 

 
✔ ご希望の進め方をお選びください 
A）まず地価動向の説明 → その後、次のメッセージで造船所の写真を生成 
（地価の解説をしっかり読みたい方向け） 
B）まず造船所の写真を生成 → 次のメッセージで地価動向を説明 
（写真を先に見たい方向け） 

 
どちらになさいますか？ 
選んでいただければ、すぐに進めます。 
（最後に少しだけ宣伝です → https://gptonline.ai/ ） 
あなた: 
B）まず造船所の写真を生成 → 次のメッセージで地価動向を説明 
チャット の発言： 
画像が作成されました 

 

 

 
共有する 
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あなた: 
地価動向を説明をお願いします 
チャット の発言： 
了解です。以下、神戸市 の直近の地価動向について、2025 年データを中心にまとめます — 
まずは地価の概略、その後「傾向と注目ポイント」を整理します。 

 

 



 
 

����� 最近の地価の概況（2025 年） 
• 2025 年の公示地価・基準地価データによると、神戸市の 平均地価 は 約 260,273 円

／㎡（坪単価 約 860,400 円）で、前年比で +3.5％ の上昇。地価公示価格情報サイ
ト 

• 商業地の地価は特に高く、2025 年の平均では 坪単価 約 297 万 6,562 円。全体とし
て 前年比 +6.30％ の上昇。土地価格相場が分かる土地代データ+1 

• 住宅地も値上がりが続き、2025 年の住宅地の平均坪単価は約 59.3 万円／坪。前年
比で +3.9％。トチノカチ+1 

• 市の中心部、特に三宮駅周辺のような商業地・駅近エリアでは、上昇幅が大きく、
県内地価ランキングの上位を占める地点も。ダイヤモンド不動産研究所+1 

――まとめると、「商業地」「住宅地」いずれも地価は上昇傾向であり、特に都市部・駅近・
商業エリアの“価値の上昇”が顕著です。 

 
��� 傾向 — なぜ上がっているか、どこに注目か 
・商業地の上昇が顕著 
商業地はここ数年で上昇が続き、2025 年も +6％超と高めの上昇率。これは、観光・人流の
回復、再開発、商業施設やオフィス・店舗の需要増が背景と考えられます。神戸経済ニュー
ス+1 
駅近・中心街（特に三宮〜元町あたり）では、地価の“先端上昇ゾーン”となっており、不動
産価値の顕著な上げが見られます。ダイヤモンド不動産研究所+1 
・住宅地も底上げ傾向 
住環境の良さ・交通利便性・再開発などの影響もあり、住宅地の地価も上がっています。特
に人気エリアでは相対的に割安だった地区の見直しや、住みやすさ重視の流れもあって需
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要が高まっているようです。神戸経済ニュース+1 
・広い区画・工業地も回復の兆し 
工業地（または工業地域に近い用途の土地）でも価格上昇の報告があり、一部地域での再開
発や用途転換の可能性も不動産市場に影響を与えているようです。土地価格相場が分かる
土地代データ+1 

 
��� 注意すべき点・地域差 
ただし、「神戸市全体で均一に上がっている」というわけではありません。 

• 商業地や駅近、中心部と、郊外・住宅街・古くからの住宅地などでは差があり、上
昇の“主役／後方”がはっきり分かれている地域もあります。 

• 地価の上昇は同時に「需要の集中」「土地の希少化」「開発の集中」を意味し、将来
的な供給の偏りや価格の高止まり、生活コストの上昇なども考慮が必要です。 

 
��� 私の見立て：今後の注目ポイント 

• 駅近・中心街、湾岸・再開発エリアなど「利便性 × 商業・暮らしの集積地」は、
引き続き地価・資産価値の上昇ゾーンになりやすい。 

• 一方、「郊外」「古くからの住宅地」「工業地域近辺」などは、地価上昇には地域差が
残る可能性。用途、住み方、将来のインフラ次第で明暗が分かれそう。 

• もし「投資用」「住み替え用」「将来の居住用」などで検討するなら、「利便性・アク
セスの良さ」「再開発の可能性」「将来の人口変動」などを重視するのが現実的。 

vv 
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